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▼
皆
さ
ん
、
こ
の
夏
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た
か
？
今
回
は
、

「
期
間
限
定
の
夏
の
過
ご
し
方

（
休
日
編
）
」
を
書
い
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。 

期
間
は
8
月
上
旬
よ
り
お
盆
過
ぎ
ま
で

（ぶ
っ
ち
ゃ

け
甲
子
園
の
期
間
）
。
場
所
は
和
室
で
テ
レ
ビ
が
在
る
部
屋
。
重

要
な
の
は
冷
房
は
か
け
な
い
こ
と
。
用
意
す
る
も
の
は
、
ち
ゃ
ぶ

台
、
瓶
ビ
ー
ル

（キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
の
が
良
し
）
、
枝
豆
。
次

に
服
装
。
ま
ず
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
に
ス
テ
テ
コ
、
そ
し
て
手
拭
い
。

最
後
に
観
賞
方
法
。
テ
レ
ビ
の
画
面
を
見
な
が
ら
対
戦
両
校
に

対
し
平
等
に
応
援
を
行
う
。
「
打
ち
も
打
っ
た
り
、
捕
り
も
捕
っ

た
り
」
と
一
喜
一
憂
す
る
べ
し
。
こ
れ
が
、
正
し
い

「
期
間
限
定

の
夏
の
過
ご
し
方

（
休
日
編
）
」
（
ホ
ン
ト
カ
？
）
皆
さ
ん
、
興
味

を
も
た
れ
た
方
は
来
年
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？　

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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のうねシルバーフェスタ
＆郷まつり

★日 時　９月２5 日（日）　　
　　　　　　　　　　　
★会 場　長畝小学校 体育館

            旧長畝幼保園　他

※詳しくは９/8 に全戸配布する
    プログラムをご覧ください。

敬老会と郷まつりを同時開催します。
フィナーレは夜空を彩る花火大会！
ご家族みんなで楽しめるまつりを

企画していますので、
ぜひあそびにきてくださいね♪

☆８月２７日（土）　
　　歴史講演会『豊原と中世期の寺院』
☆９月１１日（日）　　
　　特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会
☆９月２４日（土）
　　長畝地区親睦グラウンドゴルフ大会
☆１０月８日（土）・９日（日）　
　　丸岡古城まつり
　　　五万石パレード、総踊り参加
☆１０月１４日（金）　
　　短期講座『飾り巻きずし』
☆１０月２３日（日）
　　フットパス体験会
☆１１月２０日（日）
　　長畝地区親睦ボウリング大会

これからの予定

集落の花壇

女 形 谷

玄　女

堀　水

城北２区

城北５区

与　河

松　川

文　京

小　黒

里 丸 岡

のうねの郷コミュニティセンターの
緑のカーテン！ 今年は あさがお、
ゴーヤ、小玉すいかで夏の涼を演出

* いこい祭り in 味岡山 *

田　屋



ホタル観察会。髙屋博士

の話を聞き五味川へ。た

くさんのホタルに出会え

て、感動ぅ～☆

お家の人からもらった

手紙に返事を書きまし

た。

２日目は買出しと調理に役割

分担してみんなで作ったカ

レーライス。先生方をゲスト

に招き、一緒に食べました。

今回のカレーは班ごとに違う

かくし味入り。どのお鍋もき

れいに完食しました♪

朝ごはんにみそ汁を作りま

した・・・・味はどうかな？？

○ 合宿通学をとおして、わかったことや気づいたことを

書いてください。

 ・親のたいへんさが分かった。

 ・お母さんがいつも家事をあたりまえのようにしてくれ

　ているけど、合宿通学をしたからこれからは家事を手

　伝いたいと思いました。

 ・毎日の大人の仕事はそうかんたんじゃないとわかりま

　した。

○ お世話になったボランティアやスタッフの方へメッ

セージを書いて下さい。

 ・３日間ありがとうございました。スタッフの人やボラ

　ンティアの人のおかげでいろいろなことを学びました。

 ・お風呂の時やごはんの時もやさしく教えてくれてあり

　がとうございました。自信もつきいろんなことが学べ

　ました。

合宿通学事後アンケートより合宿通学事後アンケートより

○ 友達と協力しながら生活したこの２泊３日の思い出

を書いてください。

 ・合宿通学に参加してよかったなと思います。理由は

　いつもはお母さんがしてくれる洗たくやごはん作り

　をしてお母さんのたいへんさが分かったからです。

　学校でも友達と色々なことにチャレンジしていきた

　いと思います。

 ・カレー作りで買い物にいったり、かくし味をあみだ

　くじで決めたりしたことが楽しかったです。洗たく

　とか干したりしたこともちょっとだけおもしろかっ

　たです。ありがとうございました。

 ・ぼくの思い出はみんなで遊んだり、食べたり、寝た

　りしたことです。家に帰って合宿通学で学んだこと

　をやってみたいです。

食器のあとかたづけも役

割を決めて協力してやり

ました。

霞の郷温泉のお風呂に入

りました。

寝起きを共にした仲間たち

がコミュニティセンターか

ら登校♪よく眠れたかな？

坂井市の男女共同参画の寸

劇に子どもたちも参加。役

になり切り、楽しみながら

理解しました。班対抗のか

るたゲームでは大盛り上が

りでした。

日目

日目

日目

３日間お世話をして下

さった方たちは、とても

やさしく分かりやすく指

導して下さいました。

　坂井市教育委員会（生涯学習スポーツ

課）主催で「合宿通学」が６月９日（木）か

ら11日（土）の３日間、のうねの郷コミュニ

ティセンターで行われました。

　地域のコミュニティセンターに宿泊し、

２泊３日の共同生活を行いながら学校に通

います。親や家族に頼らず、地域のボラン

ティアに協力してもらいながら日常生活を

送り、身の回りのことを自分たちで行いま

した。

　合宿通学を通して、衣・食・住といった

生活力の向上や家族への感謝の気持ち、助

け合いの大切さ、地域の人とのふれあいを

深めました。

　今回は長畝小学校４年生の中で希望した

男子１５名、女子１９名、計３４名が参加し

ました。

どんなことをするのどんなことをするの

※ふだん家族の人にやってもらってい

ることを、自分たちの力でやりました。

・銭湯入浴

・洗濯

・掃除

・協働宿泊

・食事づくり

・準備、後始末

・その他身の回りのこと全般

～ みんなで参加して、２泊３日の共同生活を学ぼう !! ～～ みんなで参加して、２泊３日の共同生活を学ぼう !! ～



幻 想的なホタルの光を楽しむ

　ホタル観察日和となった６月１７日（金）、約１１０名の親子が長畝

小学校体育館に集合。ホタルの生態や種類の見分け方を学んだ

後、 ホタルの生息場所へ出発した。味岡山から丸岡高校へ向か

い、五味川沿いを歩く。目を凝らしてみると、ポツポツとホタルの光

が見える。そして、 丸岡高校横の橋の下にホタルが群れを成して

飛んでいるのを見つける。数十匹が伴侶を求めて飛び交う様は、

美しくもあり儚くもある。あと数日もすれば卵を産み死する運命が

余計にそう感じさせるのか。参加者の皆さんも、 「スゴイ！」 「キレ

イ！」「いっぱいいる！」と感じたことを口にしていた。ホタルの群生

地が地元にあることは喜ばしいことであり、継続しての保護活動が

必要であることを実感した。　　　　　　　　　　  （文 ・ じょうほう部会）

第１２回ホタル観察会

T o p i c s

N o u n e

海
　初夏の青空が広がる７月１０日 （日）、 三国サンセットビーチ周辺

で、 雄島地区まちづくり協議会主催のイベント 『海でぼうけん！』 が

開催されました。今回、 坂井市で初のまち協同士の交流事業とし

て、私たち長畝小の親子約４０名が参加。６つのコース ( 漁師体験、

遊覧船乗車、 刺し網体験など ) に分かれて海の魅力を体感しまし

た。私は娘と一緒に、 スタンドアップパドルボードという新しいマリン

スポーツに挑戦。難しかったですが、 最後には二人とも何とかボー

ドの上に立って進むことが出来ました。終了後には、 おにぎりやサ

ザエ、そして獲れたての魚を焼いていただくなど、 楽しく貴重な体験

となりました。関係者の方々に心より感謝すると共に、今後益々この

ような交流が進むと良いと思います。　　　　（文・長畝小ＰＴＡ会長）

の醍醐味親子らが体験
まちづくり協議会交流事業

　鯰絵（なまずえ）を研究している、現在国学院大学院の細田博子

さんから一本の電話が入る。ホームページを検索していたら、女形

谷の白山神社境内に鯰の絵馬堂がある事を知り、 ぜひ取材をさ

せて欲しいとの依頼があった。６月２０日 （月） 東京から丸岡を訪

れ、 のうねの郷づくり推進協議会前会長の水﨑氏から歴史や絵

馬の説明をうけ、１８５５年に江戸を襲った安政大地震後の鯰絵が

こんなに多く残されていることは珍しく、 とても貴重であると細田さ

んは語り、大変感激されていた。

　まち協のホームページが、こんな形で人と人を結びつけたことに

驚き、改めて情報発信の必要性を感じた。

ホームページがつないだご縁
「鯰絵で民俗学」 著者の細田博子さん

区
　地域住民に防災意識の高揚を図り、 区長が率先して防災知識や災

害時の行動能力を高める事を目的に、６月１８日（土）『京都市市民防災

センター』で、視察研修が行われました。地震体験コーナーでは、冬の

台所を想定した震度７までの揺れを体験。必死でテーブルの下にもぐ

り、 揺れが収まりかけたら火事を起こさない為にストーブの火を消し、

避難時の確保の為に勝手口のドアを開ける。念のためにガス等の栓

を締めるなど、地震発生時の取るべき行動を学びました。また、強風体

験、ホテルでの火災発生時の避難行動の体験も行いました。災害は防

ぐことはできないが、被害は私たちの心掛けで少なくすることができる。

とっさの場合に正しく行動がとれるように、常日頃から防災対策の心構

えを持つことが重要であると、再認識した一日になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文・ じょうほう部会）

長ら防災知識や行動を学ぶ
長畝地区区長会防災視察研修

体
　第９回『ラジオ体操の会』が７月２３日（日）長畝小学校グラウンドで

開催され、 長畝小学校児童や丸岡中学校生徒とその保護者など約

５００人が参加しました。ラジオ体操前には、 インストラクターの中田

成裕さん（松川区）による元気あふれる掛け声と軽快なリズムの柔軟

体操があり、 本番のラジオ体操ではそろった動きでのびのびと体操

を行っていました。

　また、 今年はラジオ体操の後に「〇× クイズ」が実施され、 坂井市

に関する幅広い難問題の“頭の体操”も行なわれ、 参加者は朝日を

浴びながら頭と体を動かす心地よい時間を過ごしていました。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文・じょうほう部会）

操とクイズで爽やかな汗を流す
第９回ラジオ体操の会

　味岡山と国体看板の清掃作業が、 ８月７日 （日） 午前７時から

行われました。国体看板へは１０名が出向き、看板やサツキの間

の雑草を取りました。味岡山は長畝地区遺族会の方々が早朝よ

り頂上広場周辺の清掃作業をされ、 ７時頃より供養を営まれまし

た。部会員と郷協１２名は旧火葬場跡地、 アジサイ周辺と南側方

面の草刈を行いました。汗まみれの作業は大変ですが、 １４日に

実施される「味岡山いこい祭り」や２年後の国体が楽しみです。

　９月上旬にはイチジクの収穫、 １０月上旬には栗拾いが出来る

と思います。カラスより先にご家族お揃いで楽しんで下さい。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文 ・ かんきょう部会）

地道な努力が里山を守る
かんきょう部会里山整備事業



歴
史
の
場
所
を
歩
く
⑭

木
波
林
道
と
入
会
山
記
念
碑

 

の
う
ね
地
区
の
東
の

山
々
は
豊
原
の
山
と
い

う
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
地

区
の
者
は
古
く
か
ら
慣

れ
親
し
ん
で
き
た
。
古

く
は
豊
原
三
千
坊
で

寺
々
の
甍
が
立
ち
並
ん

で
い
た
の
だ
ろ
う
が
、

そ
の
後
は
地
区
の
入
会

山
、
秣
場
山
と
し
て
、

貴
重
な
燃
料
や
、
飼
料

用
、
肥
料
用
の
草
刈
場

と
し
て
利
用
し
て
き
た
。

　

の
う
ね
の
郷
づ
く
り

推
進
協
議
会
が
発
足
し

て
ま
っ
さ
き
に
取
り
組

ん
だ
越
前
豊
原
古
道
の

整
備
事
業
で
い
く
つ
か

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

が
整
備
さ
れ
た
。
毎
年
、

豊
原
フ
ッ
ト
パ
ス
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
、
以
前
は
麓
か
ら
眺

め
る
だ
け
の
山
々
で

あ
っ
た
が
、
多
く
の
人

が
こ
の
山
に
入
っ
て
登

る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　

こ
の
古
道
コ
ー
ス
の

一
つ
に
展
望
コ
ー
ス
が

あ
る
。
川
上
区
か
ら
少

し
上
流
の
木
波
橋
か
ら

入
っ
て
豊
原
に
至
る
約

10
ｋ
ｍ
の

山

道

で

あ

る
。
木
波
橋
を
渡
る
と

し
ば
ら
く
谷
あ
い
の
う

ね
う
ね
し
た
坂
道
が
続

く
。
途
中
か
ら
尾
根
に

出
て
展
望
が
開
け
、
広

い
坂
井
平
野
を
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
と

て
も
気
持
ち
の
い
い
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ

る
。
地
元
で
は
こ
の
道

を
木
波
林
道
と
言
っ
て

い
る
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
が

通
れ
る
よ
う
に
整
備
は

さ
れ
て
い
る
が
、
道
の

中
央
に
落
石
が
転
が
っ

て
い
た
り
し
て
か
な
り

荒
れ
て
い
る
。
途
中
で

作
業
用
の
林
道
が
い
く

つ
も
分
か
れ
て
い
る
の

で
道
に
迷
い
や
す
く
、

川
上
側
か
ら
で
な
く
、

豊
原
側
か
ら
入
る
こ
と

を
お
勧
め
し
た
い
。

　
　

　

さ
て
、
こ
の
木
波
林

道
の
途
中
に
入
会
山
記

念
碑
と
お
地
蔵
の
祠
が

建
っ
て
い
る
。
草
む
ら

の
中
に
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
い
る
の
で
な
か

な
か
気
が
付
か
な
い
。

か
っ
て
こ
の
山
が
入
会

山
と
し
て
地
区
民
に
親

し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て

き
た
歴
史
を
物
語
る
記

念
の
跡
で
あ
る
の
で
是

非
注
目
し
て
見
つ
け
て

ほ
し
い
。

　

か
っ
て
、
こ
の
山
域

は
伏
見
山
、
木
波
山
、

と
呼
ば
れ
、
与
河
、
赤

坂
、
伏
屋
、
畑
中
、
三

本
木
、
篠
岡
の
六
ケ
村

組
合
と
長
畝
、
女
形
谷
、

山
久
保
、
川
上
の
上
四

村
の
共
有
の
入
会
地
で

あ
っ
た
。
明
治
時
代
に

な
っ
て
、
い
っ
た
ん
官

有
地
に
な
り
、
長
畝
村

の
財
産
に
編
入
し
よ
う

と
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

利
用
し
て
き
た
地
元
民

の
抵
抗
が
あ
っ
た
た

め
、
明
治
か
ら
大
正
時

代
に
か
け
て
統
一
整
備

事
業
が
実
施
さ
れ
一
部

は
村
有
林
と
し
、
残
り

は
集
落
ご
と
に
地
区
民

に
分
配
払
下
げ
ら
れ

た
。
こ
の
事
業
の
完
成

を
記
念
し
て
大
正
十
二

年
に
建
て
ら
れ
た
の
が

こ
の
記
念
碑
で
あ
る
。

碑
文
は
山
久
保
の
牧
野

豊
治
氏
が
書
か
れ
て
、

整
備
に
至
っ
た
い
き
さ

つ
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　　　

そ
れ
に
よ
る
と
、
元

禄
十
五
年
に
丸
岡
藩
主

有
馬
公
が
豊
原
寺
へ
献

納
し
て
以
来
、
文
化
元

年
に
は
所
有
地
の
境
を

め
ぐ
っ
て
の
訴
訟
も
あ

っ
た
が
、
無
事
収
ま
っ

木
波
林
道
と
入
会
山
記
念
碑

　

祭
礼
は
毎
年
、
実
盛
公
の
命
日

の
六
月
二
一
日
（
火
）「
実
盛
堂
」

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
の
晴

れ
間
に
恵
ま
れ
、
田
植
え
を
終
え

た
田
ん
ぼ
を
渡
る
涼
し
い
風
の
中
、

地
区
住
民
ら
約
三
〇
名
が
参
加
し

て
実
盛
公
の
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

　

斎
藤
実
盛
公
は
、
源
平
相
争
う

平
安
末
期
の
寿
永
二
（
一
一
八
三
）

年
、
加
賀
の
国
篠
原
で
味
方
の
平

家
軍
総
崩
れ
の
中
、
唯
一
人
踏
み

止
ま
り
武
士
と
し
て
の
最
期
を
見

事
に
飾
り
ま
し
た
。
享
年
七
三
歳
。

　

上
長
畝
の
西
北
に
当
た
る
字
南

出
口
、
今
は
一
面
田
畑
が
広
が
り
、

村
人
は
「
大
や
ぶ
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
こ
に
実
盛
公
の
館
、

長
畝
館
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

こ
の
「
大
や
ぶ
」
の
一
角
、
小
高

い
場
所
に
「
実
盛
堂
」
が
建
て
ら

て
地
区
民
に
よ
っ
て
入

会
山
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
。
明
治
に
な
っ

て
保
安
林
と
な
っ
て
入

山
利
用
が
禁
止
さ
れ
た

が
、
そ
の
ご
尽
力
を
得

て
、
入
山
が
自
由
に
な

り
、
整
備
事
業
に
よ
っ

て
各
個
人
所
有
と
な
っ

た
と
記
載
さ
れ
て
あ

る
。

　

い
ま
は
碑
の
あ
り
か

を
知
る
人
も
な
く
、
入

会
山
の
い
き
さ
つ
も
遠

い
過
去
の
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

（
文
・
水
﨑　

亮
博
）

THE
長畝遺産

斎
藤
実
盛
公
を
偲
び
慰
霊
祭

　
　
　
　
　

—
 

長
畝
区 —

Do you
know.NE?

の～ね！

　
「
ゲ
ー
ム
！
」　

主
審
の
コ
ー
ル
に
み

ん
な
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。
町
協
会
長

杯
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
昨
年
の
覇
者
に
勝

利
し
た
瞬
間
で
あ
る
。
５
年
ぶ
り
４
回

目
の
優
勝
、
丸
岡
運
動
公
園
の
ナ
イ
タ
ー

の
光
が
と
て
も
心
地
よ
か
っ
た
。

　

平
成
７
年
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
た
い
と
、
つ
ぼ
み
保
育
園
（
坪
江
）

の
保
護
者
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
つ
ぼ
み
パ
ー
レ
ン
ツ
」
が
誕
生
し
た
。

７
年
目
に
念
願
の
早
朝
Ａ
リ
ー
グ
に
昇

格
。
そ
の
翌
年
の
平
成
15
年
に
初
優
勝
。

し
か
し
、
強
敵
ぞ
ろ
い
で
勝
ち
続
け
る

の
は
難
し
い
な
か
で
、
平
成
17
年
に
は

町
代
表
で
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
に
、
平
成

18
年
と
24
年
に
は
坂
井
地
区
代
表
で
県

民
ソ
フ
ト
大
会
へ
出
場
し
て
い
る
。

　

結
成
当
初
か
ら
唯
一
残
る
メ
ン
バ
ー
、

最
年
長
で
エ
ー
ス
の
東
選
手（
長
畝
）は
、

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
、
新
し
い
保

護
者
の
方
を
勧
誘
し
な
が
ら
世
代
交
代

を
し
て
き
た
。
現
在
は
21
人
、
う
ち
11

人
が
長
畝
地
区
住
民
で
あ
る
。
20
歳
代

か
ら
50
歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
が

一
緒
に
ベ
ン
チ
入
り
し
て
い
る
。
ハ
ッ
ス

ル
プ
レ
ー
は
健
在
だ
が
、
試
合
に
出
る

よ
り
も
見
て
い
る
方
が
お
も
し
ろ
い
と

い
う
人
も
・
・
・
や
は
り
、
試
合
に
勝

つ
と
う
れ
し
い
。
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る
。

ソフトボールで

親睦と健康づくり

　　つぼみパーレンツ　

れ
て
い
ま
す
。
内
陣
は
三
体
、
中

央
に
俱
利
伽
羅
、
篠
原
の
戦
い
に

出
陣
の
時
の
正
装
の
実
盛
像
、
右

側
に
、
公
の
守
り
本
尊
と
さ
れ
る

十
一
面
観
音
像
、
左
側
に
僧
形
の
実

盛
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
文
・
古
谷　

哲
郎
）

歴
史
の
場
所
を
歩
く
⑭

▲実盛堂で行われた慰霊祭。


